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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜
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飲酒運転根絶ロゴマークNo.179   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
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迎
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
関
係
で
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
等
が

中
止
や
規
模
縮
小
と
な
る
中
、
北
海
道
、
北
海
道
警
察
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団

体
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
、
各
種
啓
発
活
動
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
事
業
を
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
展
開
し
た
ほ
か
、
新
た
な
試
み
と
し
て
Y
o
u 

T
u
b
e
や

S
N
S
等
を
活
用
し
て
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
って
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
取
組
み
に
よ
り
、
交
通
事
故
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
と
も
に
昨

年
に
比
べ
減
少
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
重
大
な
交
通
事
故
に
な
り
兼
ね
な
い
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る

た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
等
の
作

成
・
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
」、「
飲
酒
運
転

根
絶
に
関
す
る
研
修
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
連
携
型
飲
酒
運
転
根
絶
推
進
事
業
」と
し
て「
飲
酒
運
転
根
絶
！

高
校
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」や
地
域
の
飲
食
店
等
と
協
力
し
て「
飲
酒
運
転

根
絶
宣
言
飲
食
店
登
録
制
度
」を
展
開
す
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
飲
酒
運
転
根

絶
対
策
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
委
員
会
の
飲
酒
運
転
根
絶
ポ
ス
タ
ー
に
2
年
連
続
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
起
用
し
て
い
る「
や
べ
ー
べ
や
」を
交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
の「
飲

酒
運
転
根
絶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」に
委
嘱
し
、
今
後
の
啓
発
活
動
に
活
躍
頂
く
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
市
町
村
等
と
連
携
し
反
射
材
の
普
及
促
進
事
業

を
行
っ
た
ほ
か
、
全
道
の
新
小
学
生
、
新
中
学
生
、
新
高
校
生
が
自
転
車
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め「
自
転
車

安
全
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」を
作
成
・
配
布
す
る
な
ど
、
幅
広
く
事
業
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
も
引
き
続
き
各
種
事
業
を
展
開
し
て
参
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
少
さ
せ
る
た
め

様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
謹
ん

で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
道
内
の

交
通
安
全
運
動
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
成
果
を
挙

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
道
の
交
通
安
全
行
政
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
１
年
で
し
た
。我
が
国
、

そ
し
て
本
道
に
お
い
て
も
、
こ
の
感
染
症

に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
社
会

経
済
に
も
甚
大
な
影
響
が
生
じ
る
な
ど
未

曾
有
の
危
機
に
直
面
し
、
今
も
な
お
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
社
会
経

済
活
動
の
両
立
に
向
け
て
各
般
の
対
策
を

進
め
る
中
で
、
道
民
や
事
業
者
の
皆
様
に

は
、
多
く
の
ご
苦
労
や
ご
負
担
を
お
か
け

し
な
が
ら
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
道
内
に

お
け
る
交
通
事
故
発
生
件
数
及
び
交
通
事

故
死
者
数
は
前
年
に
比
べ
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、「
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
」を

３
回
発
表
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
多
く

の
方
が
交
通
事
故
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通

事
故
の
増
加
が
社
会
問
題
化
す
る
中
で
、

運
転
に
不
安
を
覚
え
る
高
齢
運
転
者
が
免

許
を
自
主
的
に
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
道
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら「
北

海
道
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
サ
ポ
ー

ト
制
度
」を
開
始
す
る
な
ど
、
運
転
免
許

保
有
者
の
急
速
な
高
齢
化
を
見
据
え
た
交

通
事
故
防
止
対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

道
と
し
ま
し
て
は
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・

交
通
事
故　

～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北

海
道
～
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
道
民

の
皆
様
や
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
と
共

に
、
よ
り
効
果
的
な
交
通
安
全
運
動
を
推

進
し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
交
通
事
故

の
更
な
る
減
少
に
向
け
、
今
後
と
も
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
、
明
る
い
希
望

に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

  

旧
年
中
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通

安
全
推
進
委
員
会
の
皆
様
に
は
、
交
通
安

全
活
動
を
始
め
、
警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た

り
、
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
貴
委
員
会
を
始
め
と
す

る
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
活
動
は
、

中
止
や
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
情
勢
に

お
い
て
も
、
皆
様
に
は
、
感
染
拡
大
防
止
に

配
意
し
な
が
ら
、
交
通
安
全
活
動
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
貴
委
員
会
の
皆
様
方
に
は
、
北
海

道
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
中
核
と
し

て
、各
期
の
交
通
安
全
運
動
への
取
組
を
始
め
、

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」に
お
け
る
決
起
大

会
の
開
催
、「
飲
酒
運
転
根
絶
！
高
校
生
メッ

セ
ー
ジ
コン
ク
ー
ル
」の
実
施
な
ど
、
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
た
社
会
環
境
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
自
転
車
安
全
利
用
五

則
を
盛
り
込
ん
だ
リ
ー
フ
レッ
ト
の
配
布
に
よ

り
、自
転
車
安
全
利
用
の
促
進
を
図
る
な
ど
、

道
民
の
交
通
安
全
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い

た
だ
き
、
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
情
勢
で

あ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
交
通
事
故
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
、
前
年
よ
り
8
人
少
な
い

1
4
4
人
と
、
北
海
道
の
交
通
事
故
統
計

が
残
って
い
る
昭
和
22
年
以
降
で
は
、
平
成

30
年
の
1
4
1
人
に
次
い
で
少
な
い
死
者
数

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
貴
委
員
会
を
始
め
と

す
る
団
体
や
関
係
機
関
、
地
域
・
職
域
の
皆

様
の
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
交
通
安
全
の
取

組
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
拝
察
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
多
く
の
方
々
が
交

通
事
故
の
犠
牲
と
な
って
お
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
北
海
道
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本

年
も「
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
」の
た
め
、
手

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
飲
酒
運
転
や
速
度
違

反
な
ど
、
交
通
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
危

険
な
交
通
違
反
の
取
締
り
を
始
め
、
子
供
と

高
齢
者
の
安
全
確
保
や
シ
ー
ト
ベル
ト
全
席

着
用
等
に
向
け
た
施
策
を
強
力
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
交
通
死
亡

事
故
の
更
な
る
減
少
に
向
け
て
、
今
後
も
引

き
続
き
、
交
通
安
全
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通

安
全
推
進
委
員
会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

毎月15日は「道民交通安全の日」
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令和3年における交通安全運動の推進方針（概要）
運 動 の 目 的 道民の交通安全意識を高め、交通事故を防止する。

年 間 ス ロ ー ガ ン ストップ・ザ・交通事故　～めざせ　安全で安心な北海道～

交
通
安
全
運
動
の
重
点

子 供 と 高 齢 者 の
安 全 確 保

○ 歩行者の優先意識と保護意識の醸成を図る広報啓発活動を推進する。
○ 街頭における交通安全指導と交通ルールを身につけるための交通安全教室等を推進する。
○ 登下校時の安全確保のための関係機関・団体による通学路の安全点検と保護・誘導活動を推進する。

○ あらゆる機会に高齢者の行動特性を理解した交通安全意識の高揚を図る広報啓発活動を推進する。
○� 高齢者が個々の身体機能を自覚した安全な交通行動となる交通安全教育や高齢者宅への訪問活動等による 

 交通安全指導を推進する。
○� 運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供や安全運転サポート車の普及促進のための広報啓発 

 活動を推進する。

飲 酒 運 転 の 根 絶

○� 悪質な犯罪である飲酒運転の根絶に向けて、「飲酒運転をしない・させない・許さない」という規範意識の 
 醸成を図る広報啓発活動を推進する。

○� 飲酒疑似体験の交通安全講習や就業前における飲酒状態の点検等の普及活動を推進する。
○� 「飲酒運転根絶ロゴマーク」やハンドルキーパー運動、「飲酒運転ゼロボックス」を周知するなど、飲食店や 

 酒類販売店等と連携した広報啓発活動を推進する。
○� 飲酒運転に関する情報提供の促進を図り、飲酒運転を見逃さない「社会の目」の一層の拡大を推進する。

ス ピ ー ド ダ ウ ン
○ 速度の出し過ぎによる危険性を周知する広報啓発活動を推進する。
○ 思いやり・ゆずり合いの心を持った運転意識の醸成に向けた広報啓発活動を推進する。
○ ドライビングシミュレータ等を活用した安全速度の遵守に向けた交通安全教育を推進する。

シ ー ト ベ ル ト の
全 席 着 用

○� 後部座席を含めた全席でのシートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の効果についての広報啓発 
 活動、着用率向上に向けた取組を推進する。

○ 各種資器材を活用したシートベルト非着用の危険性の認識向上に向けた交通安全教育を推進する。

居 眠 り 運 転 の 防 止
○� 長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた広報啓発活動を推進する。
○ 交通安全講習、研修会等において居眠り運転防止に向けた交通安全教育を推進する。
○� 道の駅、コンビニエンスストア等の駐車場を休憩場所に提供する「居眠り運転防止協力店」や観光施設と連携 

 した広報啓発活動を推進する。

自 転 車 の 安 全 利 用
○� 自転車は「車両」であるということの周知を図るための広報啓発活動を推進する。
○� 自転車シミュレータや自転車安全利用五則等の活用による自転車の交通ルールとマナー向上に向けた交通安全 

 教育や広報啓発活動を推進する。
○� 乗車用ヘルメットの着用、自転車損害賠償保険等への加入に向けた広報啓発活動を推進する。

安 全 意 識 の 向 上
○ 夕暮れ時・夜間の交通事故実態及び危険性を周知し、反射材用品等の着用促進を図る広報啓発活動を推進する。
○ 昼間の点灯を呼びかけるデイ・ライト運動や夜間におけるハイビームの活用に向けた広報啓発活動を推進する。
○ 「ながら運転」や「あおり運転」の危険性を周知する広報啓発活動を推進する。

期
　
　
別
　
　
運
　
　
動

運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動

実 施 期 間 ４／６（火）～４／15（木） ７／13（火）～７／22（木） ９／21（火）～９／30（木） 11／13（土）～11/22（月）

セーフティコール ４／６（火） ７／13（火） ９／21（火） 11／12（金）

期 別 運 動 の 方 針

○�　新入学（新学期）を迎え
る子供や活動期に入る自
転車利用者の事故防止を
図るための活動等を推進
する。

○�　観光・夏型レジャー等に
伴う事故防止、バイクによ
る事故防止及び飲酒運転
根絶を図るための活動等
を推進する。

○�　夕暮れ時と夜間の高齢
歩行者・自転車の事故防止
等を図るための活動等を
推進する。

○�　凍結路面でのスリップ
事故防止等を図るための
活動等を推進する。

重 点 項 目　     ○　春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定める。
○　夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。

交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

飲酒運転根絶の日 ７月13日（火） 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、広報啓発活動を実施する。

交 通 事 故 死 
ゼ ロ を 目 指 す 日 ４月10日（土）、９月30（木） 交通事故死ゼロを目指し､住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティコール

に準じた広報啓発活動を実施する。

道民交通安全の日 毎月15日 道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた広報
啓発活動を実施する。

自 転 車 安 全 日 毎月第１及び第３金曜日 自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、啓発活
動等を実施する。

そ の 他 の 
交 通 安 全 の 日

無事故の日（6/25） 
バイクの日（8/19） 地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた広報啓発活動を実施する。

特 別 対 策 「交通死亡事故多発警報｣や「飲酒運転根絶緊急対策」の発表時に地域住民等へ緊急かつ効果的な広報啓発、住民
集会、街頭指導等を実施する。

令和3年における交通安全運動の推進方針（概要）

ゆとりある　心と車間の　ディスタンス



ゆっくり走ろう北海道 2021-1 No.1794

ママなんで？　赤は止まると　習ったよ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

「
２
０
２
０
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
」

９
月
18
日
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
庭

で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
「
２
０
２
０

交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
９
月
21
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
り
展
開
す
る

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
広
く
道

民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
全
道
統
一
行

動
日
に
関
係
機
関
・
団
体
等
が
一
堂
に
集

い
、
道
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
運
動
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
築
地
原
康
志
北

海
道
環
境
生
活
部
長
、
酒
井
智
雄
北
海
道

警
察
本
部
交
通
部
長
か
ら
こ
の
大
会
を
契

機
に
悲
惨
な
交
通
事
故
の
犠
牲
者
を
1
人

で
も
多
く
減
少
さ
せ
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
交
通
安
全
運
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
来
賓

を
代
表
し
て
荒
当
聖
吾
北
海
道
議
会
環
境

生
活
委
員
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

当
日
は
、
レ
バ
ン
ガ
北
海
道
の
折
茂
武

彦
代
表
、
飲
酒
運
転
根
絶
ポ
ス
タ
ー
に
も

使
用
さ
れ
て
い
る
「
や
べ
ー
べ
や
」
と

「
べ
や
パ
パ
」
こ
と
作
者
の
五
十
嵐
淳
さ

ん
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
交
通
安
全
ト
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。

折
茂
武
彦
代
表
に
は
、
引
き
続
き
交
通

安
全
宣
言
を
し
て
い
た
だ
き
、「
交
通
事

故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
」
を
目
指

す
こ
と
を
約
束
し
、
総
決
起
大
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
、
会
場
近
く
の
西
５

丁
目
通
り
沿
い
で
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル

「
旗
の
波
」
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、

通
行
車
両
や
歩
行
者
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

�

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

９
月
30
日
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
庭

で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
期
間
中
の
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日（
９
月
30
日
）」
に
街
頭
啓
発
を
実
施

し
て
広
く
道
民
に
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と

交
通
ル
ー
ル
の
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
か

け
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交

通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
全
道
各
地
で
一
斉
に
パ
ト
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
等
の
交

通
事
故
防
止
を
歩
行
者
や
通
行
車
両
に
向

け
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
チ
ラ
シ
・
グ
ッ
ズ
の

他
に
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
・
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
に
因
み
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
北
海

道
統
括
本
部
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
ノ

ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
を
配
布
し
ま
し
た
。
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冬
の
交
通
安
全
運
動
全
道
統
一
行
動
日 

�

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

11
月
13
日
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
庭

で
冬
の
交
通
安
全
運
動
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ

ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
11
月
13
日
か
ら
11
月
22
日

ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
り
展
開
す
る
「
冬

の
交
通
安
全
運
動
」
を
広
く
道
民
に
呼
び

か
け
、
道
民
一
人
一
人
の
交
通
安
全
意
識

を
高
め
る
た
め
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
モ
デ
ル

で
あ
り
、
Ｈ
Ｔ
Ｂ
イ
チ
モ
ニ
で
お
天
気
コ

ー
ナ
ー
を
担
当
す
る
な
ど
、
タ
レ
ン
ト
と

し
て
も
ご
活
躍
の
木
下
遥
さ
ん
が
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
、
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
上
げ
、
大
会
終
了
後
に
は
街
頭

啓
発
に
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
根
絶
ポ
ス
タ
ー
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
北
海

道
弁
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
や
べ
ー
べ

や
」
の
飲
酒
運
転
根
絶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

就
任
式
が
行
わ
れ
、
北
海
道
の
築
地
原
康

志
環
境
生
活
部
長
か
ら
依
頼
状
が
渡
さ
れ
、

今
後
も
様
々
な
啓
発
に
参
加
す
る
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。

自転車に　乗るならきみも　運転手

　このコンクールは道内の高校生を対象に、お酒を飲まない高校生の視点から飲酒運転根絶メッセージ

を作成してもらい、ラジオやＨＰ等を活用し、その親の世代をはじめとした道民に広く発信することに

より、家族等で飲酒運転根絶に向けた気運を高めるとともに、近い将来運転免許を取得し、ドライバー

になる高校生が自ら飲酒運転について考える契機を与えることで、高い規範意識を養うことを期待し募

集しました。

　９月から10月の２カ月間の募集期間に976作品の応募があり、厳正な審査の上、北海道知事賞１作品、

北海道警察本部長賞１作品、北海道教育委員会教育長賞１作品のほか、佳作８作品が決定しました。

令和2年　飲酒運転根絶！高校生メッセージコンクール

北海道知事賞 北海道警察本部長賞 北海道教育委員会教育長賞
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まあだだよ　ベルトみんなが　しめるまで

メッセージ内容 学校名・学年 氏　　名

「大丈夫」なんて思わないで　「バレない」なんて思わないで　
そんな「自信」もたないで　“笑顔”で明日を迎えるために　
誰かの“未来”を守るために　断ち切れ、飲酒運転

北海道富良野緑峰 
高等学校 

（２学年）
山
や ま の

野 磨
ま り あ

璃海

「自分は大丈夫。」「１杯しか飲んでないから。」少しの甘えで被害者が生まれる。 
少しの甘えで加害者となる。自分に厳しくなろう。お酒を飲んだ日は運転をしない。 
行動に移すことで未来は必ず変わる。やめよう、飲酒運転

北海道札幌東陵 
高等学校 

（１学年）
西
にしむら

村 瑠
る こ

恋

飲酒のあとの運転　飲酒運転のあとの事故　事故のあとの未来
あなたのその軽率な行動１つが、あなたのその軽はずみな気持ち１つが、
数えきれない人々の“未来”を大きく変えてしまう。やめよう運転、考えよう未来

北海道羽幌 
高等学校 

（１学年）
長
な が お

尾 歩
あ ゆ か

華

大丈夫ですか？その判断。間違っていませんか？その判断により奪われるのは、 
１つだけじゃない。命や笑顔に幸せまで。あなたの間違った判断のせいでたくさん
のものが奪われていくのです。やめませんか？飲酒運転。

北海道釧路商業 
高等学校
（1年生）

島
しまたけ

竹 穂
ほ の か

華

どうして命を奪う？どうして夢や希望を奪う？どうして大切な人を奪う？
私たちの明るい未来を奪わないでください。
飲酒運転、絶対だめ。皆で守ろう、私たちの未来を。

札幌北斗
高等学校

（３年生）
大
おおつか

塚 陽
ひ よ り

代里

「たかが１杯くらい大丈夫だろう。」そんなことを思わないでください。
たった１杯で奪える命。ほんの１滴で壊れる人生。自分にも相手にも家族がいるこ
とを忘れずに。許さない、許せない　飲酒運転。

函館白百合学園 
高等学校

（１年生）
髙
たかはし

橋 遥
は る な

奈

「自分たちは運転できないから関係ない」そんなことはない。自分たちは飲酒運転
しようとしている人を止めることができる。だから、たった一言、言ってみよう。 

「飲酒運転はやめよう」と。

北海道根室 
高等学校

（1年生）
貝
かいづか

塚 みづほ

「飲んだの、少しだけだから。」「家近いし…」「バレないでしょ…」その少しの油断が、
誰かの人生を、そして自分の人生を台無しにしてしまうかもしれない…。運転席に
乗る前にもう一度よく考えてみて。自分の行動と今後の人生を。

北海道常呂 
高等学校

（２年生）
竹
たけむら

村 花
か の

乃

アクセルを踏む前に耳を澄ましてみてください　大切な人達の声が聞こえません
か？もし車を走らせてしまったらその声は二度と聞けなくなってしまうかもしれま
せん、さあ車から降りてください、そして歩いて帰りましょう　大切な人達のために。

北海道札幌北 
高等学校 

（定時制）（１年生）
福
ふくみつ

光 塁
る い と

斗

「飲酒運転はダメなこと」誰もが理解してるはず。失ってからではもう遅い。「あの時
飲まなければ…」「あの時運転しなければ…」後悔したってもう遅い。失ったものは戻
らない。どんなに願っても変わらない。そんなことになる前に一回落ち着いて深呼吸。
後悔しない選択を。

北海道別海 
高等学校

（２年生）
西
にしまき

牧 樹
じ ゅ り

里

「いってきます」と言ったあの人の「ただいま」を。明日を楽しみに生きるあの子の明
日を。奪ったのは数杯のお酒と貴方の自分勝手な「大丈夫」　幸せ　沢山　消さない
で。やめよう飲酒運転。忘れないで　貴方は沢山の幸せを守れる。

市立札幌平岸
高等学校

（３年生）
三
み う ら

浦 りりか

■北海道知事賞：１作品

■北海道警察本部長賞：1作品

■北海道教育委員会教育長賞：1作品

■佳　作：８作品

（敬称略）

令和２年　飲酒運転根絶！高校生メッセージコンクール受賞作品
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イヤホンを　外して聴いて　町の音

皆様からのご支援、ありがとうございました。

建設産業交通安全推進北海道本部

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

7月

水元地区交通安全母の会 特定 寄付 29,890

全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 653,620

鹿追交通少年団 特定 寄付 10,000

株式会社アペックス 特定 寄付 8,725

８月

スーパー中古車市実行委員会 特定 寄付 8,966

ライダーズミーティングin寿都実行委員会 特定 寄付 100,000

北海道丸和桃太郎親睦会 特定 寄付 20,000

９月

美幌交通安全母の会 特定 寄付 8,500

植村　泰也 特定 寄付 2,000

一般社団法人札幌地区トラック協会南空知支部 特定 寄付 50,000

建設産業交通安全推進北海道本部 特定 寄付 1,000,000

１０月

白老町交通安全町民運動推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 13,791

中標津町交通安全協会 特定 募金（箱募金） 171 

中標津町交通安全指導員協議会 特定 募金（黄色い羽根） 15,829

中標津町交通安全協会 特定 寄付 10,000

根室市交通安全推進協議会   
根室市交通安全指導員会 
根室警察署

特定 募金（黄色い羽根） 21,099

当麻町交通安全母の会連合会 特定 募金（黄色い羽根） 7,833

植村　泰也 特定 寄付 2,000

１１月

中標津地方交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 3,278

七十七銀行札幌支店 特定 募金（箱募金） 601

南富良野町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 880 

苫小牧道税事務所 特定 募金（箱募金） 1,145 

士別市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,412 

札幌中央信用組合平岸支店 特定 募金（箱募金） 1,710 

福島町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,425 

江差地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,003 

遠軽地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,948 

弟子屈地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,234 

深川市交通安全対策会議 特定 募金（箱募金） 1,000 

枝幸町歌登総合支所 特定 募金（箱募金） 1,040 

小平町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 5,747 

広尾地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,638 

十勝地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,310 

札幌北交通安全協会 特定 募金（箱募金） 11,996 

浦河町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,157 

士別地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 5,234 

北海道信用金庫本店営業部 特定 募金（箱募金） 2,506 

札幌中央信用組合美香保支店 特定 募金（箱募金） 1,180 

ニセコ町内各自治会（46団体） 特定 募金（黄色い羽根） 104,343 

日高地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,339 

恵庭市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,220 

苫前町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,418 

札幌中央信用組合篠路支店 特定 募金（箱募金） 1,680 

北央信用組合手稲支店 特定 募金（箱募金） 1,130 

芦別交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,200 

一般社団法人伊達地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,410 

安平町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,997 

江別市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,227 

島牧村役場 特定 募金（箱募金） 1,538 

七飯町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,067 

稚内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,581 

様似町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 5,000 

北海道銀行新川支店 特定 募金（箱募金） 1,694 

石狩市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,162

札幌中央信用組合藤野支店 特定 募金（箱募金） 1,372

名寄市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 4,062 

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

１１月

北海道銀行麻生支店 特定 募金（箱募金） 3,563 

北海道銀行北二十四条支店 特定 募金（箱募金） 6,821 

新ひだか町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,564 

一般財団法人帯広地方交通安全協会 特定 募金（箱募金） 5,839

豊頃町生活安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,800 

木古内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,328 

名寄地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,117 

三笠市交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,272 

栗山町交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,674 

砂川市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,625 

全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 678,370 

オホーツク地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,327

稚内市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 7,735

札幌西交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,961 

三菱UFJ信託銀行札幌支店 特定 募金（箱募金） 2,663 

富良野地方交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,000

石狩地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,376

泊村役場 特定 募金（箱募金） 4,712 

12月

厚岸地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,235 

遠軽町安全安心まちづくり協議会 特定 募金（箱募金） 1,000

一般社団法人室蘭交通安全協会 特定 募金（箱募金） 8,000

一般財団法人静内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,433

一般社団法人釧路方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,137

釧路交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,557

せたな町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,888

下川町役場 特定 募金（箱募金） 1,464

共和町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 11,376

一般社団法人苫小牧地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,365

平取町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 7,243

別海町役場 特定 募金（箱募金） 3,339

釧路地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,095

檜山地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,190

一般社団法人旭川方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,000

一般社団法人千歳地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 6,811

一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 寄付 10,000

一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 6,775

三笠交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,103

札幌手稲交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,350

真狩村役場 特定 募金（箱募金） 1,280

函館西交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,790

乙部町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 5,714

遠別町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,604

小林豊子きもの学院 
北海道本部・北海道講師会 特定 寄付 300,000

江別警察署親睦会 特定 寄付 10,000

砂川地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,725

一般社団法人函館方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,000

一般社団法人紋別地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,686

洞爺湖町役場 特定 募金（箱募金） 5,890

受領月 寄付者名 種類 区分

9月 北海道自家用自動車協会連合会 寄贈 消毒用アルコールジェル1,800個 
夜光反射材800個

（敬称略）

全国共済農業協同組合連合会北海道本部北海道自家用自動車協会連合会 小林豊子きもの学院
北海道本部・北海道講師会
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稚
内
市
は
、
北
海
道
の
て
っぺ
ん
・
日
本
最

北
端
に
位
置
す
る
宗
谷
海
峡
を
挟
ん
で
東

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
西
は
日
本
海
に
面
し
、

宗
谷
岬
か
ら
わ
ず
か
43
㎞
の
地
に
サ
ハ
リ
ン

（
旧
樺
太
）
の
島
影
を
望
む
国
境
の
街
で
す
。

「
水
産
」
と
「
酪
農
」、「
観
光
」
を
基

幹
産
業
と
す
る
宗
谷
地
方
の
行
政
、
経
済

の
中
心
地
で
も
あ
り
ま
す
。

稚
内
と
交
流
の
盛
ん
な
ロ
シ
ア
連
邦
サ
ハ

リ
ン
州
を
は
じ
め
北
方
圏
諸
国
、
秀
峰
利

尻
、
花
の
浮
島
礼
文
への
玄
関
口
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
を
目
指
す
車
、バ
イ
ク
、自
転
車

稚
内
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
・
宗
谷
岬
は
、
大
晦

日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
初
日
の
出
を
目
当

て
に
年
越
し
ツ
ー
リ
ン
グ
で
や
っ
て
来
た
バ
イ

カ
ー
の
テ
ン
ト
で
いっ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

夏
は
夏
で
、日
本
の
て
っぺ
ん
を
目
指
し
て

や
って
来
る
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

8
月
の
バ
イ
ク
の
日
に
は
、
宗
谷
岬
で
振

興
局
、
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
の

皆
さ
ん
と
チ
ラ
シ
や
啓
発
品
と
と
も
に
交

通
安
全
を
呼

び
か
け
る
木

彫
り
の
カ
メ

の
マ
ス
コ
ッ
ト

が
入
っ
た
グ
ッ

ズ
を
配
布
し

て
最
北
端
で

の
交
通
安
全

を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
に
支
え
ら
れ
て

こ
の
マ
スコッ
ト
は
、
市
内
在
住
の
門
間
喜一

郎
さ
ん
（
79
歳
）
が
、「
ゆ
っ
く
り
、
安
全
運

転
」
を
願
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
17
年
間
で

５
千
個
以
上
が
届
け
ら
れ
、
稚
内
市
の
交
通

安
全
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

春
に
は
、
新
一年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
稚
内

市
交
通
安
全
母
の
会
の
皆
さ
ん
手
作
り
の

黄
色
い
毛
糸
の
「
愛
の
鈴
」
が
下
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
活
動
は
、
33
年
間
続
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
稚
内
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協

会
、
宗
谷
地
方
安
全
運
転
管
理
者
事
業
主

会
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
い
る
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
と
、
稚
内
信
用
金
庫
か
ら
の
黄
色

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ハ
ン
カ
チ
等
は
、
長
い
間
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
っ
て
、
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
稚
内
市
建
友
会
、
稚
内

設
計
測
量
協
会
か
ら
隔
年
で
交
互
に
交
通

安
全
旗
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
小
中
学
校

や
地
域
の
交
通
安
全
啓
発
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
萩
見
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
友
の
会
や

４
０
０
人
近
く
の
登
録
が
あ
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
の
皆
さ
ん
を
始
め
各
町
内
会
、
町
内
会
交

通
部
の
皆
さ
ん
に
は
運
動
期
間
中
の
ほ
か
に

も
早
朝
の
登
校
時
や
夕
方
の
帰
宅
時
間
帯

に
街
頭
啓
発
・

街
頭
指
導
に

ご
協
力
い
た
だ

い
て
お
り
、
多

く
の
方
々
の
善

意
に
支
え
ら
れ

て
交
通
安
全

運
動
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

将
来
の
車
社
会
を
見
据
え
て

当
市
は
、
地
理
的
な
こ
と
も
あ
って
多
く

の
市
民
が
自
家
用
車
を
利
用
す
る
状
況
に

あ
り
、
運
転
免
許
保
有
者
の
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
運
転
者
が
4
分
の
１
を
占
め
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
車
の
運
転
に
不
安
を
覚

え
る
方
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
へ
の
支
援
、
高

齢
運
転
者
の
免
許
返
納
や
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
に

関
す
る
啓
発
等
の
取
り
組
み
も
喫
緊
の
課

題
と
な
って
い
ま
す
。

最
後
に

稚
内
市
は
、
昨
年
８
月
に
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
５
０
０
日
を
達
成
し
、
令
和
３
年
２
月

の
７
０
０
日
達
成
を
通
過
点
と
す
る
べ
く

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
に
「
特
効
薬
」
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」
の
思
い
は
全
市

民
が
共
有
す
る
願
い
で
す
。

今
後
も
、
関
係
機
関
・
団
体
と
協
働
し
、

全
道
の
4
期
40
日
の
安
全
運
動
期
間
に
合

わ
せ
た
啓
発
活
動
の
実
施
と
学
校
や
幼
稚

園
・
保
育
所
で
の
「
交
通
安
全
青
空
教
室
」

の
開
催
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
た
情
報
発
信
を
通
し
て
交
通
事
故
の
無

い
安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
ま
す
。

じてんしゃと　いつもともだち　へるめっと

稚
内
市

　（
宗
谷
総
合
振
興
局
）

多
く
の
市
民
に
支
え
ら
れ
て 

て
っ
ぺ
ん
の
街
か
ら

ス
ト
ッ
プ・ザ・交
通
事
故
!!

ゆっくり、安全運転を呼びかける木彫りのカメ

「バイクの日」の啓発(宗谷岬)
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スマホより　集中するのは　前の道

交通安全推進員の声

自
転
車
利
用
者
の
交
通
ル
ー
ル

私
は
、
今
期
夏
の
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
密

を
避
け
る
た
め
公
共
機
関
の
通
勤

か
ら
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
目
に
し
た
の
が
、
交
通
ル

ー
ル
無
視
の
自
転
車
利
用
者
が
多
い

こ
と
で
す
。

例
を
挙
げ
る
と
、
信
号
無
視
か
ら

は
じ
ま
り
右
側
通
行
、
一
方
通
行
路

の
逆
進
、
一
時
停
止
無
視
な
ど
、
さ

ら
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
者
は
僅
か
に

数
え
る
程
度
で
あ
り
ま
し
た
。

自
転
車
利
用
者
の
殆
ど
が
通
勤
・

通
学
の
学
生
や
成
人
で
あ
り
ま
す
。

自
転
車
は
手
軽
に
利
用
で
き
る

乗
り
物
で
す
が
、
道
路
交
通
法
上

は
軽
車
両
で
あ
り
車
両
と
し
て
交

通
法
規
に
従
っ
て
運
転
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

小
中
学
生
の
頃
は
、
自
転
車
の
交

通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
教
え
ら
れ

学
ん
で
い
ま
す
が
、
大
人
に
な
る
に
つ

れ
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル

を
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ
た

か
の
よ
う
に
、
自
分
勝
手
に
運
転
し

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。自

分
だ
け
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
と
で
も
思
って
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
転
車
利
用
者
の
死
亡
事
故
の

原
因
で
多
い
の
が
、
自
転
車
側
の
交

差
点
で
の
安
全
不
確
認
や
信
号
無

視
等
だ
そ
う
で
す
。

自
転
車
と
車
が
衝
突
す
れ
ば
、

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
は
、
大
け

が
や
命
を
落
と
す
こ
と
に
も
な
り
得

る
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
講
習
会
な
ど
で
、
自

転
車
の
安
全
利
用
、
交
通
ル
ー
ル
の

指
導
を
受
け
て
い
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
自
転

車
の
利
用
者
は
、
自
ら
の
命
は
自
分

で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

肝
に
銘
じ
て
利
用
す
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

今
後
の
交
通
安
全
講
習
な
ど
に

お
い
て
は
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通

事
故
防
止
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
に

つ
い
て
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

高
齢
者
講
習
を
受
講
し
て

高
齢
者
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

増
加
の
た
め
自
動
車
学
校
は
休
校

に
な
り
、
受
講
が
で
き
る
の
か
ど

う
か
心
配
を
し
ま
し
た
が
、
無
事

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
と
は
違
っ
て
、
入
り
口

で
の
検
温
に
始
ま
り
、
い
ろ
い
ろ

な
安
全
対
策
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
講
習
で
は
、
教
官
に
よ
る
講

座
に
始
ま
り
、
身
体
機
能
の
検
査

や
実
技
運
転
な
ど
で
す
。
し
ば
ら

く
ぶ
り
で
人
に
見
ら
れ
る
中
で
の

運
転
は
ふ
だ
ん
感
じ
る
こ
と
の
な

い
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

の
機
能
の
現
状
を
知
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
無
事
終

了
し
、
も
う
し
ば
ら
く
運
転
を
続

け
よ
う
と
い
う
思
い
で
帰
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
は

あ
る
が
、
運
転
手
そ
れ
ぞ
れ
が
お

の
れ
を
知
り
、
そ
れ
に
あ
っ
た
運

転
・
周
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
運

転
を
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
に
限
ら
ず
誰
で
も
機
能

の
衰
え
や
得
手
不
得
手
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
す
る
こ
と
が
そ
れ
を
カ

バ
ー
し
て
い
く
こ
と
な
の
か
。
そ

れ
が
安
全
運
転
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係

で
人
や
車
の
行
き
来
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
割
に
交
通
事
故
死
者
数

は
少
な
く
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
高
齢
者
が
関
わ
る
事

故
・
バ
イ
ク
に
よ
る
事
故
な
ど
こ

れ
以
上
増
え
な
い
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

石狩地区
交通安全推進員

玉川　德四郎

渡島地区
交通安全推進員

湊　弘二



ゆっくり走ろう北海道 2021-1 No.17910

スピードは　視野も心も　狭くする

石狩地区千歳市 オホーツク地区小清水町

神恵内村では、「毎日が交通安全の日」を合言葉に交通事故
の撲滅を目指しています。「秋の全国交通安全運動」では、村
内国道沿線で「旗の波」運動を展開し、人口の約１割の村民が
参加しました。また、１１月には高齢者対象の交通安全教室
で、日没時間が早い冬季間の注意点や自身を守ることの大切さ
を指導しました。今後、交通事故死ゼロ５０００日を目標とし
て、更なる交通安全意識の向上に努めていきます。

■秋の全国交通安全運動旗の波作戦の実施
今年は新型コロナウイルスの関係で春から交通安全運動らし

い運動ができずにいましたがようやく秋の全国交通安全運動期
間中に「旗の波作戦」を実施することができました。朝寒い中
多くの町民が地区ごとに参加し、安全運転の願いを交通安全の
小旗に託し、旗の波作戦を実施することができました。

後志地区��������������������������������������������������������神恵内村 日高地区�����������������������������������������������������������様似町

釧路市では、釧路市地区・阿寒町地区・音別町地区の各地区
それぞれに交通安全指導員会があり、警察・町内会・企業など
と連携し児童や生徒の登下校時における交通指導を主な活動と
しています。このほか、各地区のイベントでの交通指導などを
行っています。今後も市民が安全・安心を実感できる交通事故
のない街・くしろを目指します。

東神楽町では、未就学児の交通安全対策として、道道294号
線を含む町内の一部地域を『キッズゾーン』として設定し、路
面標示と看板の設置を行いました。７月２２日には設定を記念
して旭川東警察署や上川総合振興局などと合同で旗の波の啓発
活動を実施し、ゾーンを通行する車両に安全運転を呼びかけま
した。

釧路地区�����������������������������������������������������������釧路市上川地区��������������������������������������������������������東神楽町

◆◆◆ 交通事故死ゼロ日数顕彰 ◆◆◆
10月9月

１０００日▶	砂川市
	 厚岸町
　７００日▶	森町
　５００日▶	長沼町
	 増毛町
	 稚内市
	 池田町
　２００日▶	旭川市

３５００日▶	歌志内市
	 真狩村
３０００日▶	沼田町
１５００日▶	新篠津村
	 東神楽町
１０００日▶	新冠町
	 中標津町
　５００日▶	南富良野町
	 幌加内町
	 浦幌町
	 浜中町
　３００日▶	函館市
	 留萌市

２５００日▶	赤平市
２０００日▶	初山別村
１０００日▶	滝川市
	 佐呂間町
　７００日▶	猿払村
　５００日▶	積丹町
	 美幌町

４０００日▶	上富良野町
２０００日▶	乙部町
１０００日▶	厚真町
	 比布町
　７００日▶	中札内村
　５００日▶	芦別市
	 長万部町
	 音威子府村
	 天塩町
　３００日▶	深川市
　２００日▶	釧路市

３０００日▶	訓子府町
２０００日▶	月形町
	 雨竜町
	 下川町
１５００日▶	むかわ町
１０００日▶	妹背牛町
　７００日▶	浦河町
	 名寄市
　５００日▶	秩父別町
	 倶知安町
	 仁木町
	 小平町
	 白糠町
　３００日▶	夕張市
	 岩見沢市

６０００日▶	島牧村
５５００日▶	古平町
５０００日▶	北竜町
４５００日▶	神恵内村
４０００日▶	浦臼町
１５００日▶	清里町
　５００日▶	伊達市
		 音更町
		 広尾町

8月 11月 12月 1月【予定】

3500日 真狩村 4000日 上富良野町 3000日 訓子府町
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どこいくの　連れていってね　ヘルメット
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2021年 謹んで新春のお慶びを申し上げます

「
交
通
安
全
」と「
食
の
安
全
」を
目
指
す

う
さ
ぎ
印
パ
ン
粉

齊藤　辰夫
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公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873

URL: http://www.slowly.or.jp
e-mail: safety@slowly.or.jp	 YouTubeチャンネル

▲

手をあげて　じぶんでまもろう　いのちのあいず


